
【１．獣医師の就業動向の現状】
○ 小動物獣医師は全体の約40％で平成10年から10％増加。公務員獣医師は全体の約25

％、産業動物獣医師は約13％で、平成10年からそれぞれ6％、4％ずつ低下。

① 獣医師の就業動向（獣医師法に基づく届出）
（平成２３年５月現在）（人）

総 数 公務員獣医師 診療獣医師 会社･ その他 非従事者

（％） うち うち うち うち 研究所等

農林畜産 公衆衛生 産業動物医 小動物診療

（畜産・ (農林団体･

家畜衛生） 個人開業等)

35，379 8，861 3,457 5，028 17，901 4，497 13,271 3，781 637 4，274

（100％） 25（%) 10(%) 14(%) 51(%) 13(%) 38(%) 11(%) 2(%) 12(%)

《平成10年の状況》

29,643 9,294 3,900 4,785 13，452 5，030 8，369 2，850 297 3，750

（100％） 31（%) 13(%) 16(%) 45(%) 17(%) 28(%) 10(%) 1% 13(%)

※ 市町村の家畜診療所の獣医師数は公務員獣医師・産業動物の双方に計上

② 獣医系学部・学科の新規卒業者の就業動向([家畜衛生週報]をもとに文科省作成)
（平成２３年５月現在）（人）

総 数 公務員獣医師 診療獣医師 会社･ そ の 他 未定者

（％） うち うち うち うち 研究所等 (研修医 * 受験 準

農林畜産 公衆衛生 産業動物医 小動物診療 等) 備 等 含

（畜産・ (農林団体･ む)

家畜衛生） 個人開業等)

1，077 189 89 75 572 101 474 100 88 128

（100％） 18（%) 8(%) 7(%) 53(%) 9(%) 44(%) 9(%) 8(%) 12(%)

《平成10年の状況》

1，113 200 84 99 552 63 455 116 222 75

(100%) 18(%) 8(%) 9(%) 50(%) 6(%) 41(%) 10(%) 20(%) 7(%)

※診療獣医師のうち小動物、産業動物診療を兼務している者の数は、双方に計上

【２．獣医学部・学科の新規卒業者の就業動向の推移】
○ 公務員分野は平成８年から、産業動物分野は平成５年から低下傾向。但し、近年は

回復傾向に。小動物診療への就業者は依然として高い傾向。

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22
公務員獣医師 273 239 213 229 232 238 243 218 222 200 190 169 178 200 171 150 131 136 126 159 163 189
産業動物獣医師 111 104 114 106 93 80 68 72 77 63 58 57 60 60 66 76 87 72 87 107 94 101
小動物獣医師 282 301 268 293 347 347 407 460 488 455 465 409 524 488 501 536 529 517 491 449 447 471
進学 52 43 51 63 66 78 64 79 100 78 83 88 83 87 90 80 76 82 83 70 67 72
会社 201 195 205 137 83 82 91 79 79 94 82 65 80 76 70 53 64 77 88 80 67 74
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